
（別紙） 

タイトル 
2024年度 特別選抜（学校推薦型選抜・社会人選抜） 

医学部保健学科 小論文問題 

評価の 

ポイント 

小論文 II 

 

１ 問１ 

課題文全体を読んで、設問に該当する部分を見つけ、それをわかりやす

い文章に構成して説明できる力を評価した。 

 

１ 問２ 

課題文の論旨を的確に把握し、それをふまえて、自分自身の考えをわか

りやすく構成して説明できる力を評価した。評価にあたっては、次の点を

重視した。 

 

・著者が日本人の議論における消極的な態度や否定的な態度について問題

提起していることに対して、自分の考えを述べているか 

・ワークショップにどのような態度で参加したいかについて、自分の考え

を述べているか 

 

 ２ 問１ 

下線部を具体的に説明している箇所を見つけ，それを設問の答えとして

書き表すことができる力を評価する。 

 

採点においては、以下の点を重視する。 

・顧客側の状況と顧客の状況に応じてどう対応するのがプロフェッショナ

ルと言えるのかが述べられている。 

 

 ２ 問２ 

 本文で述べられているプロフェッショナルに必要なことを踏まえ，自身

の専門に置き換えて，自分の考えをわかりやすい文章に構成して表現でき

る力を評価する。 

 

 

 



                                                   その１  

 受験  

番号  

  

氏 名 

  

 

 

小論文Ⅱ  解答用紙（その１）  

 

 

解答欄   １   ―  １  

 

海外では、挙手をして発言することで、その場を 盛り上げようと努力することが当たり

前とされている。そのため、日本のワークショップで誰も挙手しない光景は、参加者全員

が非協力的な態度であるように見えるから。（ 99字 ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 採  点  欄   

 

                                                   

 

2 0 2 4  推 ･帰 ･社  

 



その２  

 受験  

番号  

  

氏 名 

  

 

 

小論文Ⅱ  解答用紙（その２）  

 

 

解答欄   １   ―  ２  

 

 著者は参加者の消極的な態度や否定的な態度を問題視している。 私も大勢の前で発言す

るときに緊張し気後れして、消極的になってしまうことがある。しかし、 ワークショップ

は議論を行いそれぞれの意見を整理統合するためのものなので、議論ができるよう、積極

的に自分の意見を発言するよう努力したいと思った。また、発言するときには、人の意見

を否定せず、多様な考え方があるという前提で発言するとよいと考えた。 （ 192字 ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 採  点  欄   

 

                                                    

2 0 2 4  推 ･帰 ･社  

 



その３  

 受験  

番号  

  

氏 名 

  

 

 

小論文Ⅱ  解答用紙（その３）  

 

 

解答欄   ２   ―  １  

 

例１）顧客は，尋ねられてもその答えがわからなかったり，当惑したりする。よって現存

の資源の範囲内で，顧客の願いにかなう提案を生み出す力こそがプロフェッショナルには

求められている。（ 8 5字）  

 

例２）顧客は自分の望みを自覚しているとは限らないので，対話の中から顧客が本当に求

めているものを引き出して，顧客の願いにかなう実現可能なものを提案する力がプロフェ

ッショナルには必要である。（ 9 0字）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 採  点  欄   

 

2 0 2 4  推 ･帰 ･社  

 



    その４  

 受験  

番号  

  

氏 名 

  

 

 

小論文Ⅱ  解答用紙（その４）  

 

 

解答欄   ２   ―  ２  

 

私は，まず，できるだけたくさんの知識と技術を大学で学びたいと考えている。そして，

卒業後は，作業療法士として患者さんの想いや希望を傾聴し，希望が伝えられない患者さ

んには，生活の場で観察をして患者さんのできないところだけではなく，できているとこ

ろを見出していきたい。そして，その患者さんが暮らす環境において，最も良い生活が送

れるような方法を提案できるようになりたい。患者さんによって症状や生活環境は様々な

ので，提案する内容も変えていかなくてはいけない大変さがあると思うが，大学で身に着

けたさまざまな知識と技術を使って患者さんを観察し，その人らしい生活とは何かを考え

続けたい。（ 2 8 6字）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 採  点  欄   

 

 

2 0 2 4  推 ･帰 ･社  
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